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１．実施概要 

（１）保安検査実施期間（詳細日程は別添１参照） 

自 平成３０年８月２１日(火) 

至 平成３０年８月２４日(金) 

 

（２）保安検査実施者 

東海・大洗原子力規制事務所 

原子力保安検査官    星    勉 

原子力保安検査官    大高 正廣 

 

２．保安検査内容 

（１）基本検査項目（下線は保安検査重点項目に基づく検査項目） 

①作業管理及び保守管理に係る検査 

②改善活動の取組状況に係る検査 

③プルトニウム・ウラン貯蔵室における作業員の頭部の負傷事象に係る検査 

④その他必要な事項 

（２）追加検査項目 

なし 

 

３．保安検査結果 

（１）総合評価 

今回の保安検査においては「作業管理及び保守管理に係る検査」、「改善活動の取組

状況に係る検査」、「プルトニウム・ウラン貯蔵室における作業員の頭部の負傷事象に係る検

査」及び「その他必要な事項」を基本検査項目として検査を実施した。 

 

① 「作業管理及び保守管理に係る検査」においては、「施設中長期計画」で廃止施設とし

ているプルトニウム燃料第二開発室（以下「Ｐｕ－２」という。）及びB棟を選定し、その廃止

措置に係る計画、廃止措置中の安全管理、放射線管理等の保安措置が実施されてい

ることを放射線作業届け等により確認した。 

 

② 「改善活動の取組状況に係る検査」においては、核燃料サイクル工学研究所（以下

「核サ研」という。）での不適合管理、水平展開、是正処置、予防処置及び有効性評価

の実施状況等を確認した。 

「放射性廃棄物仕掛品置場の表示不備」は、本来、不適合として管理すべき案件だ

が、不適合として取り扱われない可能性があったことから、その対応の妥当性について確認

した。その結果、自主的改善事項として、事業者から、通常と異なる事象で施設の保安に

関し何らかの処置が必要な事項が発生した場合には、不適合管理が行われるように要領

等を改善するとの申出があった。 

また、現場確認の結果、金属製保管庫の一つに、ボルト固定用の穴が多数あり、防火

上の観点から必ずしも適切と判定できないことが確認された。このことについて、事業者から

は不適合管理により是正処置を実施すること、他部署を含めて早急に廃棄物の仕掛品を

収納する金属製保管庫に穴がないか点検し、穴が確認された場合には応急の措置を講
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じるとの申出があった。 

 

③ 「プルトニウム・ウラン貯蔵室における作業員の頭部の負傷事象に係る検査」においては、

前回保安検査に引き続き、是正処置及び事業者の自主的改善事項について確認した。 

平成３０年７月２０日にプルトニウム廃棄物処理開発施設において確認されたヘルメッ

トの未着用について、検査の過程で事業者から、自主的改善事項として、ヘルメットの着

用などの基本対策項目について、要領等へ反映する等の申出があった。 

 

④ 「その他必要な事項」においては、Ｐｕ－２仕上室グローブボックス作業での身体汚染事

象について、その対応状況について確認した。 

当該事象については、不適合管理の処置を実施中であること、応急措置として、当該

グローブの交換と点検等を実施し、原因究明及び汚染拡大防止処置の検討を実施して

いることを確認した。 

 

検査の結果、保安検査を行った範囲においては、保安規定違反となる事項は認められな

かったが、「改善活動の取組状況に係る検査」及び「プルトニウム・ウラン貯蔵室における作業

員の頭部の負傷事象に係る検査」について、事業者が自ら改善するとした項目等について

は、引き続き保安検査等で確認する。 

 

（２）検査結果 

１）基本検査項目 

① 作業管理及び保守管理に係る検査 

廃止する施設の解体作業おける安全管理や放射線管理等の確実な保安措置の実

施状況を確認するとともに、施設維持状況を確認する必要があることから保守管理の実

施状況等を検査した。検査結果は以下の通り。 

 

①－１ 廃止予定施設の確認（施設中長期計画の確認） 

日本原子力研究開発機構（以下「機構」という。）は、施設の集約化・重点化を記載

した「施設中長期計画」を「施設マネジメント推進会議」にて審議し、平成３０年４月１

日付けで改定していることを確認した。 

「施設中長期計画」より、核サ研使用施設のうち、廃止予定施設は、Ｐｕ－２、プルト

ニウム廃棄物貯蔵施設（以下「PWSＦ」という。）、J棟、B棟、高レベル放射性物質研究

施設、東海事業所第２ウラン貯蔵庫、ウラン廃棄物廃棄施設（廃水処理室及び廃油

保管庫）であることを確認した。 

 

①－２ 核サ研による「施設中長期計画」の更新対応について 

核サ研は、機構バックエンド統括部からの「施設中長期計画」の更新作業依頼に基

づき、計画管理室が取りまとめ、所長の確認を平成３０年２月２０日に得て、機構バック

エンド統括部に提出していることを確認した。 

機構バックエンド統括部は、提出された資料を基に、取りまとめを行い、「施設マネジメ

ント推進会議」に提示していることを確認した。 
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①－３ 廃止措置計画に基づくプルセンターの廃止措置実施状況 

プルトニウム燃料技術開発センター（以下「プルセンター」という。）の廃止措置実施状

況については、Ｐｕ－２を選定して、以下の廃止措置実施状況を確認した。 

・Ｐｕ－２では、残材処理、粉末回収、安定化処理等を実施中であり、平成３１年度

から施設解体撤去を開始する予定であること。 

・平成２２年度から平成２５年度に、グローブボックス（以下「GB」という。）について、約

９０m3を解体撤去済であり、平成３０年度は、約１４m3のグローブボックスを解体・撤

去する予定であること。 

・GB内装機器の分解・撤去については、放射線管理作業「その他 放射線作業（非

定型）届け（Ｇ１）」として、作業マニュアル「研削設備（Ｄ-２５）の整備作業」の手順

書に従い、リスクアセスメントワークシート、放射線安全チェックリスト及び作業マニュア

ルチェックシートにより作業の安全確保を実施していること。 

・作業前の安全確認（危険ポイントとその対策等）の周知についてKYシートを用いて実

施していること。 

・保安規定に基づき、GB等の点検及び定期的な自主検査を実施していることを「グロ

ーブボックス始業前点検記録」及び「施設の定期的な自主検査記録」により確認し

た。 

 

① －４ 廃止措置計画に基づく環境技術開発センターの廃止措置実施状況 

環境技術開発センター（以下「環境センター」という。）の廃止措置実施状況について

は、B 棟を選定して、以下の廃止措置実施状況を確認した。 

・B棟では、廃棄物搬出を実施中であり、平成３９年度までの管理区域解除を目標

に、廃止措置を進めていることを「放射性物質等搬出届（所内）」、「廃止施設の廃

止措置ステップ（B棟）」、「核燃料物質使用変更許可申請（B棟）」により確認した

こと。 

・廃棄物搬出作業については、「放射線管理基準に基づく放射線作業項目の承認

（その他の放射線作業（定型）届け（Ｇ２））」及び「放射性固体廃棄物等取扱い作

業マニュアル」の手順書に従い実施していること、「リスクアセスメントワークシート」、

「放射線安全チェックリスト」、「作業マニュアルチェックシート」により作業の安全確保

を実施していること。 

・作業前の安全確認（危険ポイントとその対策等）の周知についてKYシートを用いて

実施していること。 

・保安規定に基づき、巡視及び定期的な自主検査を実施について「日常巡視点検

記録」及び「施設の定期的な自主検査記録」により確認したこと。 

 
以上の検査結果から「作業管理及び保守管理に係る検査」については、保安検査で

確認した範囲において、保安規定の遵守状況について違反等は認められなかった。 

 

② 改善活動の取組状況に係る検査 

自らの施設で発生した事象に対し、不適合処置への適切な判断及び原因究明が行

われ、再発防止を確実にするための是正処置が徹底して行われていること、また、他の

施設で得られた知見についても、自らの施設に適用すべきものは、確実に予防処置とし
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て対応されていることを検査した。また、採った処置の有効性評価が実施され、継続的

な改善活動が実施されているかも検査した。検査結果は以下の通り。 

 

②－１ 核サ研での不適合管理及び水平展開 

核サ研の各センターでは、不適合管理検討部会を原則毎日開催していることを議事

録等で確認した。 

核サ研の不適合管理の運用は、「不適合管理並びに是正及び予防処置要領書」に 

より実施されており、不適合事象におけるランクＡ又はランクＢの判定は、不適合管理検

討部会で審議され、審議された不適合事象は、各センター長が承認した後、品質保証

委員会が確認し、必要に応じて所長に報告される他、保安管理部で情報の確認が行

われていることを確認した。 

核サ研は、核サ研内で発生した不適合事象等及び安核部からの水平展開の依頼

事項については、「不適合管理並びに是正及び予防処置要領書」に基づき「水平展開

実施要領」に明記されている手順により実施していることを確認した。 

 

②－２ 是正処置及び有効性評価の実施状況 

Ａ．プルセンター 

不適合管理報告「Pu-３廃棄物の梱包作業時におけるカバーオール等からの汚染

検出（平成２９年１０月２５日発生）」を選定し、是正処置及び有効性評価の実施

状況について確認した。 

本件への対応は、不適合管理報告書、是正処置計画書及び是正処置報告書

が不適合管理検討部会で審議され、プルセンター長が承認していることを確認した。 

是正処置については、ビニルバック貫通試験を課内全員に体験させるとともに、ビニ

ルバック貫通試験の結果を基に「グローブ取扱いのガイドライン」を改訂し、保安教育

等を平成３０年１月２９日までに実施していることを是正処置報告書により確認した。 

有効性評価については、平成３０年３月３０日に実施され、プルセンター長が当該

是正処置は、再発防止として有効であるとした評価結果について、承認していることを

是正処置報告書により確認した。 

 

Ｂ．環境センター 

不適合管理報告「CPF 地階動力分電盤での地絡（平成２９年１０月１１日発

生）」を選定し、是正処置及び有効性評価の実施状況について確認した。 

本件への対応は、不適合管理報告書、是正処置計画書及び是正処置報告書

が不適合管理検討部会で審議され、環境センター長が承認していることを確認した。 

是正処置については、仮設電源を異なる系統から接続しないことを盤面へ表示した

こと及び展開接続図に本事象に係る注意事項を明記するとともに、不適合に係る資

料を完成図書に添付する等を平成３０年１月２４日までに実施していることを是正処

置報告書により確認した。 

有効性評価については、平成３０年２月２１日に当該是正処置は、再発防止とし

て有効であるとした評価結果を環境センター長が承認していることを是正処置報告書

により確認した。 
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②－３ 予防処置の実施状況 

Ａ．プルセンター 

平成２９年９月８日に発生した「大洗研の燃料研究棟の管理区域の汚染（グロー

ボックスの整理作業に伴うバックアウト作業）」に対する水平展開事項を選定し確認し

た。 

当該水平展開事項は、安核部からの水平展開（情報提供）を受け、保安管理部

長の対応指示により調査・検討が実施され、「不適合管理並びに是正及び予防処

置要領書」に基づき、「水平展開実施要領」の手順に沿って実施していることを確認

した。 

処置内容としては、「グローブボックス用ビニルバック及びグローブの取扱い」の要領に

未使用のビニルバック及びグローブの保管場所を定め、表示を行うことを追記し、平成

３０年７月２５日に改訂していることを確認した。 

処置内容の有効性評価については、作業等の実施状況について確認し、評価す

る予定であることを聴取により確認した。 

 

B．環境センター 

平成２９年６月２７日にＰｕ－２で発生した「グローブからの汚染検出」に対する予防

処置を選定し確認した。 

当該予防処置は、保安管理部長から不適合についての周知により情報が共有さ

れ、再処理技術開発試験部により検討され、高レベル放射性物質研究施設（以下

「ＣＰＦ」という。）においてもＰｕ－２と同様に切粉・切くずが保護手袋に付着し、グロー

ブを傷つける可能性があるとして、「不適合管理並びに是正及び予防処置要領書」に

基づき、予防処置を実施したことを確認した。 

予防処置としては、「CPF グローブボックス等取扱いマニュアル」に保護手袋を使用

する際には、作業前の外観・異物付着が無いことの確認点検を明記し、平成２９年１

０月２日に改訂し、同マニュアルの改訂に関する教育を実施したことを確認した。 

予防処置の有効性の評価は、平成３０年７月５日に実施されたグローブボックス作

業の放射線作業実績「グローブボックス等取扱いマニュアルチェックシート」により確認さ

れ、環境センター長により、当該予防処置は有効であると平成３０年７月１０日に評

価されていることを確認した。 

 

②－４ 不適合「放射性廃棄物仕掛品置場の表示不備」の対応について 

 Ａ．不適合管理されるまでの経緯 

平成３０年６月２６日に保安検査官による保安巡視において、「不要物置場」との

表示の妥当性について疑義が生じたことから平成３０年６月２７日に不適合管理検討

部会で当該事項を審議したが、プルセンターでは「プルトニウム燃料技術開発センター

安全作業基準」に「廃棄物の仕掛品」を「不要物」として定義して運用していることか

ら不適合外と判断した。 

しかしながら、平成３０年３月２３日、これまで放射性廃棄物を容器に封入する前

まで「不要物」として取り扱っていたものを、仕掛品として扱うように区分を明確にした保

安規定の施行を踏まえ、保安管理部長は、プルセンター長と協議し、平成３０年６月

２９日に不適合管理検討部会で当該事項を再審議し、不適合ランクＢとしていること



 

 
 - 6 -

を確認した。 

なお、機構（安核部）及び核サ研は、本経緯を踏まえ、本来不適合として管理すべ

き案件が、不適合として取り扱われない可能性があったとして、自主的改善事項とし

て以下の申出があった。 

 

◯機構（安核部）の自主的改善事項 

安核部長は、各拠点に対して、今回の不適合事象を踏まえ、保安規定変更

に伴う下部要領類の文書レビューを指示し、平成３０年９月末までに、下部要領

類の再確認を実施する。 

 

◯核サ研の自主的改善事項 

保安管理部長は、不適合として管理すべき案件を不適合として適切に取扱わ

れるようにするため、通常と異なる事象で施設の保安に関し何らかの処置が必要

な事項が発生した場合に不適合管理を行うよう、平成３０年１０月末までに「不

適合管理並びに是正処置及び予防処置要領書」の「不適合の区分」（事象）を

見直すとともに核サ研内に周知する。 

 

◯プルセンターの自主的改善事項 

プルセンター長は、平成３０年９月末までに、保安規定の変更に伴う要領書等

の改訂において、プルトニウム取扱等基本動作検討委員会での審議の際に、語

句及び定義が保安規定と整合していることを確認するよう、プルトニウム取扱等

基本動作検討委員会での審議の視点を文書化する。 

 

      Ｂ．不適合管理状況 

環境管理課は、「放射性廃棄物仕掛品置場の表示不備」について、根本分析

を行い、廃棄物の管理に関する経緯等について積極的に収集していなかった等の

背後要因６項目を抽出し、保安規定変更の対応状況・面談の結果などの情報に

ついて、積極的に収集する等の対策を講じていることを是正処置計画書により確認

した。 

是正処置としては、プルセンターの要領書「管理区域内使用器材及び放射性固

体廃棄物の取扱い」の改訂について、平成３０年７月５日にプルセンター安全専門

委員会で審議され、「不要物」を「仕掛品」に定義を変更したことを確認した。 

また、プルセンターの要領書「基本動作マニュアル変更について」の改訂について、

平成３０年７月５日にプルセンターのプルトニウム取扱基本動作等検討委員会で審

議され、「不要物」を「仕掛品」に定義を変更し、見直したことを確認した。 

 

Ｃ．現場確認 

「不要物置場」表示を「廃棄物の仕掛品置場」表示に変更することについて、燃

料技術開発課が所管するプルトニウム燃料第一開発室の金相材料試験室の放

射性廃棄物の仕掛品の管理状況を現場にて確認した。 

保安規定に従い、金属製容器及び金属製保管庫に収納されていること、また、

消火器等の消火設備が設置されていることを確認した。 
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しかしながら、金属製保管庫の一つに、金属製ラック棚に金属製扉を設置したも

のがあり、当該金属製保管庫は、四方L字鋼の支柱及び上板にボルト固定用の穴

が多数あり、可燃性の容器を収納しているため防火上の観点から必ずしも適切と判

定できない状況にあることを確認した。 

このため、燃料技術開発課長は、当該金属製保管庫に対して防火上の改善を

実施するための当面の応急処置（不燃材料で穴を塞ぐこと）及び恒久対策（金属

板による穴の閉止あるいは金属製保管庫の交換等）を実施すること、プルセンター

長は、不適合管理により是正処置を実施することを聴取により確認した。 

保安管理部長は、他部署を含めて早急に廃棄物の仕掛品を収納する金属製

保管庫に穴が無いか点検し、穴が確認された場合には応急の措置を講じることを

聴取により確認した。 

 

以上の検査結果から「改善活動の取組状況に係る検査」については、保安検査で確

認した範囲において、保安規定の遵守状況について違反等は認められなかったが、事業

者が自ら改善するとした項目等について、引き続き保安検査等で確認する。 

 

③ プルトニウム・ウラン貯蔵室における作業員の頭部の負傷事象に係る検査 

Ｐｕ－２プルトニウム・ウラン貯蔵室における作業員の頭部の負傷（以下「作業員の

頭部負傷」という。）事象については、是正処置及び事業者が自主的改善事項につ

いて対応中であることから、前回保安検査に引き続き検査した。検査結果は以下の

通り。 

 

③－１ 第１回保安検査以降における自主的改善事項の実施状況の確認 

◯安核部が実施した自主的改善事項 

安核部長は、水平展開について、より実効的な活動となるよう安核部内に検討

チームを設け、各拠点の意見も踏まえ結果を取りまとめたこと、検討結果を反映させ

るため「安全に関する水平展開実施要領」の改訂を平成３０年１０月１日までに実

施するとしていることを確認した。 

安核部長は、作業管理体制等の強化検討ワーキンググループにおいて、一般安

全に係る管理体制の充実・強化を図るため、安全主任者等の制度導入に向けた

検討を行い、その結果を踏まえ各拠点へ制度の導入を行うとしていること、制度の

導入については、導入課題やその対策について十分な検討が必要なため、当初導

入時期を変更し平成３０年９月末日までに実施するとしていることを確認した。 

安核部長は、作業員の頭部負傷事象は、作業計画段階でのリスクアセスメント

が不十分であったことから、情報共有会議を実施し、機構大で情報共有した他、作

業内容や作業環境に関し、安全対策やリスク管理等の作業安全の観点からの平

成３０年８月３１日を報告期限とした緊急点検を指示したことを確認した。 

核サ研の是正処置報告書及び本事象に対する保安検査自主的改善事項の

対応報告等も踏まえ、年度中期の理事長マネジメントレビューでの報告も含め、理

事長マネジメントレビューを計画するとしていることを確認した。 

 

◯核サ研が実施した自主的改善事項 
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核サ研における自主的改善事項の実施状況について、以下の点を確認した。 

・保安管理部長は、現場の安全を確保するために各々の職責に応じた役割を確 

実に果たすための方策として、各部・センターにおいて「職位に応じた安全確保に係

る確認の視点（各職責に応じた役割を確実に果たすための方策）」を平成３０年８

月３１日までに作成するよう指示したこと。 

・保安管理部長の指示のもと各部・センター長は、リスクアセスメントについての見直

し作業を平成３０年７月末までに完了しており、平成３０年８月末までに保安管理

部に報告書を提出するとしていること、平成３０年８月以降に実施する作業につい

ては、平成３０年９月末に見直し作業を完了させるとしていること。 

・保安管理部長は、リスクアセスメントのワークシートの見直し時期を明確にするた

め、共通安全作業要領「安全衛生に係るリスクアセスメント実施要領」を平成３０

年８月１日に施行したこと。 

・保安管理部長は、今後の水平展開の実施について安核部と打合せを行い、機

構の「安全に関する水平展開実施要領」の改訂内容を踏まえ、核サ研の「水平

展開実施要領」の改訂を平成３０年１０月１日までに実施するとしていること。 

・核サ研所長は、Ｐｕ－２プルトニウム・ウラン貯蔵室における頭部の負傷に係る不

適合管理報告書及び是正処置計画書を安核部長へ報告したしたこと。 

・核サ研の取組として、①外部機関での危険体感教育を２回実施し平成３０年９

月にも実施予定であること、②外部講師によるリスクアセスメント手法についての講

演会を実施したこと、③ヒヤリハット事例の安全活動への活用を目的に平成２９年

度に実施したヒヤリハット事例募集結果等を取りまとめ、核サ研内に周知したこと。 
 

③－２ 平成３０年７月２０日にプルトニウム廃棄物処理開発施設におけるヘルメットの未

着用について 

プルトニウム廃棄物処理開発施設（以下、「PWTF」という。）におけるクレーン点検作

業中、保安立会者２名がインナーキャップのみで、ヘルメットを着用していないことを確認

した。本件について、不適合管理報告書及び是正処置計画が作成され、プルセンター

長が承認していることを確認した。 

是正処置としては、当該課において①基本動作マニュアル及び要領の改訂、教育の

ルール化、②リスクアセスメントへのヘルメット着用の記載、③インナーヘルメットの全回収

等を実施することとしていることを確認した。 

本件の是正処置報告書についてのプルセンター長承認後、保安管理部長は、本件

の水平展開及び予防処置の対策を取る予定であることを聴取により確認した。 

安核部は、当該事案に対して、ヒューマンエラーの検討WGにおいて検討を進めている

状況にあり、今後、対応する予定であることを聴取により確認した。 

なお、安核部及び核サ研は、作業員の頭部負傷の対応として③－１で記載したよう

に自主的改善事項を実施中であるにもかかわらず、本事象が平成３０年７月２０日に

発生したことから、自主的改善事項として以下の申出があった。 

 

◯安核部の自主的改善事項 

平成３０年９月末までに、作業内容や作業環境に関し、安全対策やリスク管理

等の作業安全の観点からの緊急点検について、拠点の対応について実効的なもの
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となっているかフォローアップとして各拠点の点検・確認のプロセスを確認する。フォロー

アップの過程で、拠点での確認が必要な事項については、拠点に赴き確認を行う。 

平成３１年１月末までに、最近多発している負傷事象の原因・対策から機構共

通の追加すべき事項を検討して、現行の安全作業ハンドブックを再考し、各拠点に

反映を指示する。 

また、ヘルメットの着用などの基本対策項目について、各施設及び作業を考慮

し、各拠点での要領等へ反映させる。 

 

◯核サ研の自主的改善事項 

管理区域内での作業は、原則としてヘルメット着用を基本とし、核サ研の共通安

全作業要領を平成３０年１０月末までに改訂する。 

 

以上の検査結果から「プルトニウム・ウラン貯蔵室における作業員の頭部の負傷事象

に係る検査」については、保安検査で確認した範囲において、保安規定の遵守状況に

ついて違反等は認められなかったが、事業者が自ら改善するとした項目等については、引

き続き保安検査等で確認する。 

 

④その他必要な事項 

平成３０年８月６日に発生した、Ｐｕ－２仕上室のグローブボックス（GBNo.D-２５）にお

いて、作業者１名が半面マスクを着用し、内装機器の分解作業を行っていたところ、グロ

ーブ作業後の汚染検査で、左腕上部から有意値が検出されたため、全身サーベイを実

施し、左側の顎下から約５㏃、帽子、カバーオールの左腕上部、右腰部、両ひざ部、下

着の首元付近、鉛エプロンから最大約３３㏃の汚染が確認された事象について、その対

応状況について、以下の点を検査した。検査結果は以下の通り。 

・廃止措置技術開発課長が作成した不適合管理報告書について、平成３０年８月

７日にプルセンター長が承認したこと。 

・応急措置として、①当該グルーブの交換と点検、②事象が発生した仕上室全体の

汚染検査等を実施したこと。 

・原因究明に当たり、模擬グローブボックスでの再現等での原因調査及び汚染拡大

防止処置の検討を実施したこと。 

 

以上の検査結果から「その他必要な事項」については、保安検査で確認した範囲に

おいて、保安規定の遵守状況について違反等は認められなかった。 

 

２）追加検査項目 

  なし。 

 

（３）違反事項 

なし。 

 

４．特記事項 

   なし 
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（別添１） 

保安検査日程 

 

※○：検査項目、●：会議等 

 

 

月 日 ８月２１日(火) ８月２２日(水) ８月２３日(木) ８月２４日(金) 

午 前 

●初回会議 ●検査前会議 ●検査前会議 ●検査前会議 

◯改善活動の取組状況に係

る検査 

 

◯プルトニウム・ウラン貯蔵室

における作業員の頭部の負

傷事象に係る検査 

◯作業管理及び保守管理に

係る検査 

◯改善活動の取組状況に係

る検査 

◯作業管理及び保守管理に

係る検査 

 

午 後 

◯改善活動の取組状況に係

る検査 

 

◯プルトニウム・ウラン貯蔵室

における作業員の頭部の負

傷事象に係る検査 

◯作業管理及び保守管理に

係る検査 

◯改善活動の取組状況に係

る検査 

◯作業管理及び保守管理に

係る検査 

◯その他必要な事項 

●チ－ム会議 

●まとめ会議 

●チ－ム会議 

●まとめ会議 

●チ－ム会議 

●まとめ会議 

●チ－ム会議 

●まとめ会議 

勤務 

時間外 

    


